数学科学習指導案

　OO県OO高等学校

教育実習生　OOO 

	実施日時
	平成１８年６月１４日（水）　第５限　１０６ＨＲ

	使用教科書
	新編　数学Ⅰ　数研出版

	単元名
	２次関数の決定

	単元の目標
	２次関数の意味を理解し、様々な観点から関数を決定し、求めることができるようにする。

	単元の評価基準
	1 平方完成を理解している。　（知識・理解）

2 問題を理解し、学んだことを適切に用いることができる。　　　　　　　　　　　（表現・処理）

3 ２次関数の特性を理解し、積極的に問題に取り組もうとしている。　　　　　（関心・意欲・態度）

	指導計画
	第1節 ２次関数とグラフ・・・・・・８時間

第2節 ２次関数の値の変化

　　　　　２次関数の最大と最小・・・３時間

　　　　　２次関数の決定・・・・・・３時間（本時）

第３節　２次不等式・・・・・・・・・６時間

	本時の目標
	1 最大値や最小値の条件から、２次関数を求めることができるようにする。

2 放物線の軸や頂点から、２次関数を決定できるようにする。

	本時の評価基準
	1 ２次関数の最大と最小や軸や頂点の関係を理解している。　　　　　　　　　　　　　（知識・理解）

2 ２次関数の実用性を理解し、積極的に問題に取り組もうとしている。　　　　　　　（関心・意欲・態度）

3 問題を理解し、学んだことを適切に用いることができる。　　　　　　　　　　　　　　（表現・処理）


本時の学習指導案

	段階
	学習指導
	指導上の留意点
	評価方法

	導入

（５分）
	・
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の最大値や最小値、軸や頂点を確認する。
	・２次関数の性質を復習する。
	・２次関数の性質を覚えているか。

　　　（知識・理解）

	展開

（４４分）


	・例題６を考える。

・練習２３をする。

・練習２４をする。

・例題７を考える。

・練習２５をする。
	・グラフは上に凸の放物線であり，頂点で最大となること気付かせる。

・条件として何が分かっているか説明しながら、問題を考えさせる。

・頂点の座標が(p,q)であるということは
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のpとqが分かっていると言うことを気付かせる。

・条件として軸の方程式が与えられているので
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のｐが分かっていることを確認させる。

・机間指導をし、生徒に助言する。
	・問題を理解し、適切に２次関数の特性を用いることができるか。

　（表現・処理）

・積極的に問題に取り組もうとしているか。

（関心・意欲・態度）

・積極的に問題に取り組もうとしているか。

（関心・意欲・態度）

・問題を理解し、２次関数の式に通る点を代入することができるか。　

（思考・判断）

・主体的に問題に取り組もうとしているか。

　　　（思考・判断）

	まとめ

（１分）
	・まとめを聞く
	・２次関数の決定のまとめをする。
	・問題に応じて対処する態度が感じられるか。

（関心・意欲・態度）


_302021248.unknown

_302685108.unknown

_302018688.unknown

